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本研究は、茶産業の発展と建築の近代化との関係を、明治期以降に茶の生産が盛んとな

った静岡県を例として論述したものである。 
 茶は、茶畑で栽培され、農家で製茶される。この茶を荒茶といい、この工程を一次工程

という。荒茶は、問屋や再製業者が買入れ、再び火を入れて乾燥させ、製品となる。この

二次工程を再製という。本論文では、これらの工程に関わる建築を網羅的に扱っている。 
本論文では、こうした茶の生産から製品販売に至るまでの場である茶畑、農家、工場、

町家、都市の 5 つに注目しているが、全体の構成としては、生産地における茶畑と農家、

販売地における町家と都市の 4 つを主として取り上げ、2 部構成とした。工場については、

農家にある製茶工場については、第 1 部で扱った。再製工場については、独立した節を設

けてはいないが、再製は主として町家や商社で行われたものなので第 2 部で扱った。各章、

各節の内容は以下の通りである。 
 

｢序｣では、本研究が茶産業や静岡県へと着目した理由、建築史等における本研究の位置

付け、研究の概要についてまとめている。 
第 1 部｢茶畑と農家｣･第 1 章｢茶畑｣･第 1 節｢土居｣では、茶畑に見られた土居と呼ばれる

土塁は、現存がほとんど確認できず、入植者が明治初年に築いた遺構として、地域の開拓

史上、貴重な土木遺産としての価値を資することを明らかとした。 
 第 2 節｢簡易住居｣では、開墾時の仮住まいである簡易住居は、牧之原での住まいの基礎

であり、茶産業建築の記録報告として有意義であることを示した。 
第 3 節｢水利｣では、茶産業における水は茶栽培だけでなく、近代技術によって生じた農



薬、機械の近代化にも影響を与え、直接茶産業の発展に寄与していることを明らかとした。 
第 2 章｢農家｣･第１節｢茶部屋｣･第 1 項｢変遷｣では、茶部屋は茶生産の増加と共に農家建

築の主屋の一部に生じ、製茶機械や動力の普及等と共に独立を始め、規模を拡大し、製茶

工場へと至っていくことを明らかとした。 
第 2 項｢旧加藤家｣では、現存物を例に、動力や製茶機械の近代化と共に建築構造や間取

りが変化していくことを明らかとした。建築と製茶機械との関係を明らかとした。 
第 2 節｢ノキバ｣では、農作業には欠かせぬ場で、この地方特有の広い軒下空間として利

用されていたことが判明した。 
第 3 章｢工場｣･第 1 節｢製茶工場の変遷｣では、木造の製茶工場が明治末期から大正にか

けて形態を大きく変え、その背景に製茶機械の普及が関わっていたことを明らかとした。

また、機械を導入する広い空間が必要とされ、大規模化が図られたと考えられることが判

明した。 
 第 2 節｢経済的単位工場｣では、標準的な仕様といえる単位工場を規範とした民間の製茶

工場が存在していたことを明らかとした。 
 第 3 節｢共同製茶場｣では、第二次大戦による共同製茶場の奨励は、戦後、農家の生産性

を向上させ、茶部屋を工場化させたひとつの要因となっていたことが判明した。また、戦

後、共同組合として残り、現在の静岡茶業発展の一翼を担っていることを明らかとした。 
 第 4 節｢茶部屋の工場化｣では、農家が茶の専業へと移行する過程で、茶部屋を、戦後、

製茶工場へと変化させていく過程を明らかとした。また、戦中、農家が共同製茶場によっ

て細々と茶業を続け、そのことが戦後、生産地の発展の礎となっていることが判明した。 
第 2 部｢町家と都市｣･第 1 章｢日除け｣･第 1 節｢普及｣では、審査設備である日除けの普及

は、明治 30 年代の再製工場の設置や輸出と密接な関係を持っており、茶産業の近代化に

関わる重要な設備であったことを明らかとした。 
第 2 節｢発生｣では、これまで、資料としてのみ語られてきた横浜と静岡との関係を、日

除けを用いて明らかとし、同時に建築文化の潮流を実証的に示した。 
第 3 節｢国立茶業試験場審査室｣では、管見の限り唯一静岡県下に現存する第二次大戦前

の日除けとして、改修は多いが貴重であり、現存する公共施設の日除けとして、貴重な産

業遺産であることを明らかとした。 
第 4 節｢衰退｣では、日除けの衰退した原因が、照明設備の普及や公平公正取引の為の茶

市場の設立にあったことを明らかとした。輸出と共に生じた建築設備が、近代化と共に衰

退していくことが判明した点で、茶産業の発展と建築の近代化との関係を示したといえる。 
第 2 章｢町家｣･第 1 節｢間取りの復元 小山兼吉商店を例に｣では、江戸時代以来の旧式

の形態を保持していた町家が、産業の発展にともない、再製工場、再製機械、拝見場、日

除けといった新たな建物、部屋、設備等を整えていき、産業独自の特徴を示す近代的な建

築へと変化していったことを明らかとした。 
第 2 節｢間取りの復元｣では、第二次大戦の空襲によって焦土と化した静岡市中心部で、

町家で茶業を営んだ茶業者の間取りを明らかとし、特徴、規模拡張の変遷等、近代化の過

程を明らかとした。 
第 3 章｢都市｣･第 1 節｢町並み｣では、茶産業と共に生じた北番町の景観が、建築史上注

目すべきこと、産業の近代化が町の景観形成に密接に関係していたことを明らかとした。 



第 2 節｢開発｣では、この町並みの形成は、個人が開発者として土地集積、貸与・売却と

いう形で関わっていたことを明らかとした。 
｢結｣では、茶産業建築を分析した意義と、その特徴を示した。 

 第 1 部を総括すると、茶畑と農家について、次のような特徴が見られた。 
茶畑については、住居の周囲に築かれた土居と呼ばれる土塁、茶の開墾時の仮住まいで

ある簡易な住居が存在した。これらは、茶畑特有の土木構造物・建築物である。 
農家については、特に茶部屋と呼ばれる室が特徴として見られた。茶部屋は、摘採した

茶葉を製茶する室で、元々主屋の土間での手揉み製茶を最初とし、近代化と共に分棟化、

工場化し、現在へと至った。 
 第 2 部を総括すると、町家と都市について、次のような特徴が見られた。 
 町家については、再製工場、拝見場、日除けが特徴として見られた。再製工場は再製機

械の普及と共に既存の町家に附設され、拝見場は荒茶の審査用に町家の表側の土間や帳場

を改修して設置された。日除けについては、茶葉を審査する建築設備として、町家のファ

サード等に見られた。日除けは、近代と共に生じ、近代化によって衰退した設備で、特徴

的な形状とあわせて、茶産業の近代化を象徴する設備であった。 
都市については、茶を扱う問屋業、再製業、国内外の商社がひとつの町を形成し、洋風

の事務所、石蔵、工場の並ぶ独特な景観を形成していた。この都市は、一人の茶業者が中

心となって土地集積等を行い、開発された景観で、現在でも茶業の機関が集る地域である。 
 このように、本研究では、民家史研究という視点では、農家、町家共に特徴を見出すこ

とができた。農家と町家を同時に扱えたこと、主屋以外の畑・附属屋の役割・意義が判明

した点で、民家史研究の中で、これまでの研究に無い特徴を示すことができたと考える。 
 また、近代建築史研究という視点では、都市の茶業者による開発、日除けという建築設

備、製茶機械と工場との関係に特徴が見られた。特に、製茶機械と工場との関係について

は、一次工程で農家を主とした製茶工場、二次工程で町家を主とした再製工場と、工程に

よって別々の工場が存在したことに特徴があった。このように、工場建築と都市を同時に

扱えたこと、機械・設備の史的な役割・意義が判明した点で、近代建築史研究の中で、こ

れまでの研究では余り為されていない範囲を対象にできたと考える。 
本研究が、民家史及び近代建築史研究として、新たな特徴を示すことができたのは、茶

というひとつの産業から建築を捉えたからで、この視点の提示が本研究の最大の意義と考

える。 
本論文の課題を総括すると、近世以前や第二次大戦以降との比較、他の茶産地との比較、

他産業及びその建築との比較がある。また、細かな課題として、冷蔵庫等の建築設備との

関係、現存する茶部屋のある建物の間取りの変化、現存する製茶工場の基準となった仕様

との関係がある。これらの課題はあるが、本論文は、静岡県の牧之原台地を中心とした研

究については、一定のまとまりが得られたと考える。その結果、静岡県の近代における茶

産業の発展が、建築の近代化に寄与した影響を明らかにすることができたと筆者は考える。 
茶産業建築の全体を網羅した本論文の成果は、茶産業に関わる歴史的建造物の文化財と

しての保存、茶産業建築を核とした町おこし等への取り組み方にも大きく寄与できるもの

であると筆者は考える。 


